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KYOZIMA  RE-SHITAMACHI PROJECT
- PROPOSAL OF URBAN LOW-RISE RESIDENTIAL AREAS -
The rebuilding project for massed wooden area of Tokyo. In this project, I think about the way of  urban 
living in the future. In current Japan, a person with an closed living are increasing. So,The proposal of 
residential areas that are connected by alleys and garden,and  it make form a new community. That 
residential areas enrich the  Japanese living that diversified.
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１.Introduction　都心での暮らし
　都心に増え続ける高層マンションは、個人の暮らしの快適さを
メインに考えてつくられている。このような住まいが増えたこと
で地域性が薄れ、 密な人付き合いもなくなりつつある (Fig.1)。
そこで私は、これからの都市居住のあり方について考え、現代人
でも煩わしく感じない密なコミュニティが形成される住宅地を考
えていく。
２.Motivation　個人化が進む日本の暮らし
　日本人の暮らしは生活様式の欧米化によって、つながりを大切
にするものから「個」の自由を尊重するものに変化した。プライ
バシーの確保により生活の個人化が進み、家族に対しても地域に
対しても、閉鎖的な暮らしをしている人が増えている (Fig.2)。
３.Analysis　日本の住宅の現状
　日本の住宅供給は主に、ハウスメーカーやデベロッパーによっ
て行われ、同じような間取りや形の住宅をコピーアンドペースト
でつくっている (Fig.3)。住宅を『商品』と捉え住宅の品質を売りにし、
多様化した日本人の暮らし に合わないものばかりである。
５.Site　ケーススタディ／京島
　本設計では、ケーススタディとして曲がりくねった路地と長屋
が現在でも多く残る京島を、敷地とする。京島は、隅田川と荒川
に挟まれた地域であり、スカイツリーも近くこれから開発が進む
地域だと考えられます (Fig.5)。
４.Purpose　再下町化計画
　日本の住宅ストックは、既に 世帯数を大きく上回って空き家
率が 13.1% にもなっている。住宅供給が足りている今、商品とし
ての住宅ではなく、 人々の暮らしが豊かになりその地域がさらに
魅力的になるような住宅をつくるべきだと考える。地域性を壊す
均質な高層マンションをつくるよりも、 密な関係性をつくれる下
町のような住環境 を大切にし、日本人の暮らしをもっと豊かなも
のにしたい。
　そこで、 都心に残る木造密集地域を再生する『再下町化計画』
を提案する (Fig.4)。
Fig.1  住民同士の関係の移り変わり
Fig.2生活様式の欧米化
Fig.4再下町化計画
Fig.3ハウスメーカーとデベロッパーの住まい Fig.5墨田区京島
▶▶▶
家族みんなで過ごす それぞれの時間を過ごす
親密な住民同士の関係
▶▶▶
・・・♪
ご近所さんを避ける 囲いを設け「個」を守る
同じ形の住宅
均質な区画割り
同じ形の住宅
密なつながりをつくる個人化した暮らし
??????
こんにちは！
▶▶▶
押上駅スカイツリー
曳舟駅
小村井駅
隅田川
荒川
京島
今でも残る木造長屋
曲がりくねった路地
Hosei University Repository
こんにちは！ おかえりなさい！
プライベート プライベート プライベート プライベート
パブリックパブリック パブリック
セミパブリック セミパブリック セミパブリック
A
B C
??
??
??
??
8.Concept　現代人に合うつながりをつくる
　現在の京島地区では、建物が敷
地に隙間なくキレイに建てられ、
それぞれの住宅が狭い路地を介し
てつながっ ている。密集している
ため、1 つ建物が壊され空地やポ
ケットパークができると、周りと
関係のない孤立した建物のように感じられる (Fig.10)。そこで、住
宅の形を変形させ庭をつくり住宅同士をつないでいくことで、新
たな動線をつくり人々のつながりを誘発させる (Fig.11)。
６.Proposal　バラバラの計画をつなぐ
　近年、京島では防災対策のためにポケットパー クや緑地がそ
れぞれ個別で計画され、街の一体感がなくなりつつある (Fig.6)。
そこで、現在バラバラに計画されあまり活用されていないポケッ
トパークや緑地をつなげるような住宅地を計画し、再び地域のつ
ながりをつくることを考える。
9.Conclusion　路地と庭でつながる住宅地
　密集した住宅地に庭をつくっていくことで、既存の住宅も建替
えらた住宅も孤立することなくつながっていく。新たにつくられ
た庭は住民たちの交流の場となり、自然な近所付き合いが生まれ
ていく (Fig.13)。プライバシーの確保ばかり考えるのではなく、人
とのつながりを考え住宅 をつくることによって、個人化した日本
の暮らしはつながりを変えることができると私は考える。
　プライベートとパブリッ
クの境界を豊かにしていく
ことによって、 閉じた暮ら
しが少しでも街に開く暮ら
しに変化し、都市での暮ら
し がより豊かになること
を願う (Fig.14)。
7.Program　道路計画
現在敷地は、外周部にしか 4m 以上の道路がなく、内側には 4m 
以下 の道が広がっている。建替えにあたって、新たに 2 本の 4 m 
道路を計画し、その他 5 本の 道を拡幅する (Fig.9)。
　京島３丁目の中で、現在道路拡幅が行われ、整備途中の道に面
した一画を敷地とし計画する 。
　敷地は、2 階建ての住宅が
多く、緑地やポケットパー
クはなく、 防災面が特に弱い
場所となっている。防火造、
木造、新耐震基準施行前の
建物を中心に建替え、その
他は 補強行う (Fig.7)。
敷地を 3 つのゾーンに分け
順番に建替えを行っていく。
A ゾーンには住宅・店舗・ポ 
ケットパークがあり、B ゾー
ンには住宅のみが密集し、C 
ゾーンには、住宅とキラキ
ラ橘商店街がある (Fig.8)。
Fig.11曖昧な境界によってつながる街
Fig.12曖昧な境界によってつながる街
Fig.14路地と庭によってつながる住宅地
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Fig.10つながりが薄れる密集感
Fig.6京島 3丁目現状分布図
Fig.8建替え計画図
Fig.7建物構造＋建物耐震構造別現況図
Fig.9道路計画
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　現在の住宅の多くは、塀などによって敷地境界がはっきりとし
てお り、プライベートとパブリックがしっかりわけられ、路地の
ような 中間領域は存在ません。再下町化計画では、現代人に合う
ようにプライベートとパブリックをつなぐ領域をレイアーのよう
に重ねていき、プライベートとパブリックをつないでいく (Fig.12)。
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